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教育内容の明確な普遍的体育科カ リ キュ ラ ムの確立に向けて ( V )
ー「走 ・ 跳の運動」 と 「用具を操作する運動」 の内容を融合 させた実践一 
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This study aims to investigate the effect of methodology developed by the authors to introduce “play” to the course mate- 

rial. In order to develop material for “play with running, jumping, throwing, and catching circuit training,” first introduced in 

the Course of Education in 2008, the course content for “running and jumping” was integrated with the topic of “manipula 

ting equipment ” They were then introduced as physical activities for third graders. 

Comparing the pretest data for “zigzag running,” “running long jump,” and “softball throwing” conducted before teaching 

with the posttest data for those activities, the material developed by the authors proved to be effective as a whole. It helped 

to improve abil ities such as “running,” “jumping,” “throwing,” and “catching ” M oreover, judging from the results of the 

“atti tude measurement method,” there was also an improvement in affective attitudes. 
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1 . 研究の背景

昭和52 年小学校学習指導要領において, 「基本の運動」

と 「 ゲー ム」 領域が設定 さ れた (' )。 そ の経緯に , 小学

校低 ・ 中学年の子 ども たちの発達段階は, 「未分化」 「未

組織」 ( ' ) (2) で あ るので , 運動 を種日 と し て明確 に分け

て授業 を行う こ と はふさ わし く ない と の考えがあ っ た。 

すなわち , 「未分化」 「未組織」 な子 ども たちには, きま っ

た技術やルールあり きで運動す るのではな く , 夢中になっ

て運動す る中で で き る よ う にな る こ と を増や し た り ゲー

ムをつ く り あげた り し てい く と い う 発達段階に応 じ た指

導が求めら れたのである。 しかし , 平成20年小学校学習

指導要領では, こ れらの主旨が反映 された 「基本の運動」

領域が廃止 さ れ, ま た , 「体つ く り 運動」 領域が低学年

から 設定 さ れた。 そこ には , 「高学年への系統性が見え

に く い も のと な っ てい た」 と , 改訂の主旨が説明 さ れて

い る 0
( 3 )

「基本の運動」 領域では, 低 ・ 中学年期に発達する体

力要素の調整力 を育 も う と し てき た。 現行の低 ・ 中学年

の 「体つ く り 運動」 領域の 「多 様な動き をつ く る運動

(遊 び)」 では, 「体のバ ラ ンス を と る運動 (遊び)」 「体

を移動する運動 (遊び) 」 「用具を操作す る運動 (遊び) 」
「力試 し の運動 (遊び) 」 「基本的な動き を組み合わせる

運動」 (中学年) で構成 さ れており , 実質的には 「基本

の運動」 のねら い と同 じであ る と 提え ら れる。 すなわち , 

領域は再編 さ れたが, 子 ども た ち に身につけ さ せる能力

は変わら ない と 言う こ と がで き る。

ま た , 子 ども を運動に夢中に取り 組ませ る一つの方法

と し て, 平成10年小学校学習指導要領に明記さ れた 「遊

び」 の概念 ( 4 ) を採 り 入れるこ と が考え ら れる。 著者 ら

は, 「遊び」 を 「真面日 さ や失敗 を内包 し , 創造性 と未

確定性 を含めた ア ゴ ン ・ ア レ ア ・ ミ ミ ク リ ・ イ リ ン ク ス

の概念で分類 さ れる運動に取 り 組む中で , 夢中 ・ 没頭 と

い う 状況 を生み出す子 ども たちの行為」 と 定義づけ てい
る ( 5 )

0 

図 1 は, 「遊び」 を核に し た授業実践場面での具体的

イ メ ー ジ を示 し た も ので あ る。

「『遊び』 を授業に取り 入れる」 と は, 「遊び」 の創造

性 ・ 未確定性とい っ た要素 を含み込ませ, かつ, ア ゴン ・ 

ア レ ア ・ ミ ミ ク リ ・ イ リ ン ク ス と い っ た遊 びの分類論の

観点から遊びを総合的に捉え つつ , 意図的 ・ 計画的に教

育活動 を行 う こ と と 捉え てい る。 すなわち , 子 ども たち

が運動す る プロ セスの中で , 失敗や成功 を繰り 返 し なが

ら も真面日に取り 組む姿, 夢中になり 没頭 し てい る子 ど

も たちの姿が表出 さ れるこ と を日指す授業であ る。 換言
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すれば, 課題が発展 し てい く 中で , 仲間と協力 し て 「で

き た」 「 わか っ た」 の積み重ねが運動の喜 びと 楽 し みの

源泉と な り , 生涯にわた っ て運動に親 し む資質や態度の

基礎 を育成 し よ う と す る も のであ る。 こ のよ う な 「遊び」

の本質 を押 さえ た実践こ そが, 平成10年小学校学習指導

要領におい て , 「 0 0 運動遊 び」 と 示 さ れた意義で あ る

と 考え ら れる。

前述の 「基本の運動」 領域の 「系統性が見えに く い」

と さ れた背景には , 「遊ばせてい る」 と い う 口実のも と , 
「 た だ身体 を動 か さ せ てい る だけ ・ た だ ゲ ーム を さ せ て

い る だけ」 と い っ た , 「指導のない体育授業」 がはびこ

り , 基礎感覚や基本技能が身についていない実態がみら

れた こ と に よ る と 推察 さ れ る。 し たが っ て , 「何 を身 に

つけ させるのか」 と い っ た教育内容 を明確に し , 子 ども

たちが意欲的 に取 り 組める よ う に, 「遊 び」 の要素 を方

法的に取 り 入れて カ リ キュ ラ ムや教材 を編成す る こ と が

求め ら れてい るので あ る。

と こ ろで , 著者 らは, カ リ キュ ラ ムの類型 を整理す る

中で , 内容を融合 させる 「融合力リ キユラ ム」 が小学校

期では理想的 で あ る こ と を考察 し てい る (6)。 融合 カ リ

キ ュ ラ ムは , Hudson peterB と Chandra Vinesh (2010) 
が述べ てい る よ う に , 少 ない時間に力リ キ ユラ ムの内容

を習得でき る と と も に, 学習者が内容を集積 し て学ぶこ

と がこ と がで き る (7)。 す な わち , 知識や技能が分断 さ

図 1 . 「遊び」 の定義 と その位置づけ
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れるのではな く , 内容の集積によ っ て総合的に能力が高

ま る と 言え るので あ る。

体育授業 を対象 と し た融合 カ リ キ ュ ラ ムについ ての論

文は管見の範囲ではみら れなかっ たが, 他教科 ・ 領域に

おいて, 浜島 (2001) は家庭科と健康教育の融合力リ キユ

ラ ムの実践を , 佐長 (2002) は社会科と 総合的学習と の

融合 カ リ キ ュ ラ ムの実践 を試み, その有効性 を報告 し て

い る ( 8 ) ( 9 )。 また, 兪 (2009) は自国史 と 世界史と の教

科内 におけ る融合 カ リ キ ュ ラ ムの有効性 を報告 し てい

る ( '°)。 体育科の教科成立基盤である 「身体運動文化」 ( ' ' ) 

は, 生理学 ・ バイ オメ カニ クス ・ 運動学 ・ 技術発展史等々, 

様々な教育内容 を含みも ち , 幅広 く 奥深い豊かな教育内

容 を包含す る総合文化であ るこ と から , 体育科におい て

も融合 カ リ キ ュ ラ ムの可能性 を探 る必要があ る。

その中で , 後藤 (2008) は, 「特に低学年 ・ 中学年期

には, 人間の運動の基礎 と な る 『移動系の運動』 『操作

系の運動』 『バラ ンス系の運動』 『回転系の運動』 に取り

組む中で , 低学年期には 『動作範囲の拡大』 が, 中学年

期には 『動 く も のに対応す る動 き の習熟』 が求め ら れ

る ( '2)。」 と し てい る。 加え て , 「中学年期では , 異な る

二つ以上の運動 を結びつけ て局面融合 させる こ と がで き

る よ う に 『組み合わせる』 運動に も取り 組ませなけ れば

な ら な い ('3)。」 と し てい る。 す なわち , 発達段階に応 じ

た基礎的運動の習得 ・ 組み合わせの重要性を述べてい る。 

David L.Ga11ahue (2006) は, こ れを 「運動 フ レーズ」

と呼 び, 将来のス ポーツ活動がい く つかの運動が調和 し

た フ レ ーズの系列 で あ る こ と か ら , 発達段階に応 じ , 

「運動 フ レ ーズ」 に取り 組む機会や環境 を設定す る必要

性 を指摘 し てい る ('4)。 こ れら のこ と は , 平成20年小学

校学習指導要領の 「体つ く り 運動」 の中学年の内容に

「基本的な動き を組み合わせる運動」 ( 3 ) が取り 入れら

れてい る こ と に も 表れてい る。

著者 らは, 運動の組み合わせや運動 フ レ ーズ を 「動き

の融合」 と し , 2 種類に分け て考え てい る。 1 つ目は, 
ジ ャ ン プ を し なが ら投げ る な ど 「二つの運動 を同時に行

う 融合」 , 2 つ目は , 着地が次の助走のス タ ー ト に な る

な ど 「一つの運動の終末局面が次の運動の始ま り であ る

融合」 である。

し たがっ て, 教材 ・ 単元作成時には, 教育内容 を明確

に し , そ れら を融合 さ せる可能性 を探 り なが ら教材 を開

発す る必要があ る と 考え るので あ る。

こ のよ う な考えから , 著者 らは, 小学校低 ・ 中学年の

実践カ リ キ ュ ラ ムを構想す る際の単元構成の考え方 を 3 
つ に整理 し て提案 し てい る ('5)。 す な わち , 1 つ日 は , 

「器械 ・ 器具 を使 っ ての運動遊 び」 ( '5) 「水遊び」 ( '6) の よ

う に, 運動種日の系統性が強 く みら れる内容については, 
単独で扱う 。 2 つ目は, 「走 ・ 跳の運動遊び」 と 「用具

を操作す る運動遊び」 な どの個人的運動の内容 を融合 さ
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せる。 3 つ目は, 「 ゲーム」 領域と 「用具を操作す る運

動遊 び」 な ど , 集団的運動 と 個人的運動 を融合 さ せ

る ('7) 単元計画 で あ る。 

本研究では, 2 つ目の考え方によ る 「走 ・ 跳の運動」

領域と 「体つ く り 運動」 領域の 「用具を操作す る運動」

を融合 さ せ, 動き の工夫な どの創造性や, 正確な運動に

点数を与え勝敗の未確定性 を保障するな ど 「遊び」 の要

素 を方法的に取り 入れて開発 し た教材 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕

サーキ ッ ト」 を 3 年生を対象に実践 し , 技能の習得状況

や子 ども の学 びの道筋から , 実践 カ リ キ ュ ラ ムと し ての

適合性と妥当性を検討 し よ う と し た。 

11. 「走 ・ 跳の運動」 と 「用具を操作する運動」 を

融合 さ せた単元 カ リ キュ ラ ム 「 かけぬけろ ! 33
サーキ ッ ト ! 」 の実践

1 . 目的

「走能力」, 走が発展した 「跳能力」, 用具操作の 「投 ・ 

捕能力」 は, 人間の基礎的運動能力 を代表す る ものであ

る。 し たがっ て , こ れら の基礎的能力は, 他の運動やス

ポーツの実践力 に大き な影響 を及ぼす こ と から , 低 ・ 中

学年 期 に充 分高 め る 必 要 が あ る ('2) ('3) ('4)。

著者 らは , こ れら の能力 を高める ためには , 走 ・ 跳 ・ 

投 ・ 捕の 4 つの内容 を融合 さ せた カ リ キュ ラ ムと し て実

践す るのが理想であ る と 仮説 し てい る。 ま た , 子 ども た

ちが夢中で取り 組めるよ う に方法的に仕組み教材化する

必要があ る。

先行実践には, 「走り 高跳び」 「走り 幅跳び」 「ハー ド

ル走」 「 ソ フ ト ボール投げ」 な ど を三種競技 と し て単元

化 し てい る高学年 ・ 中学生 を対象 と し た報告がみら れる
( '8) ( '9) (2

°)。 し か し , こ れら の実践にみら れる方法は種目

と し て分断さ れてお り , 「未分化」 「未組織」 の発達段階

にあ る 3 年生児童にふ さ わ し い と は考え ら れない。

そこ で , 本研究では, 「走」 では 「条件に応 じた走 り

方」 , 「跳」 では将来の走り幅跳びにつながる 「片足踏み

切り 一両足着地」 , 「投」 では 「逆側足前ス テ ッ プでの投

動作 と変形姿勢での投動作」 , 「捕」 では 「様々な条件下

での捕球」 と教育内容を措定 し , それらの能力が高ま る

こ と を企図 し た 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕サーキ ッ ト」 と名付け

た教材を開発 し た。 そ し て, 3 年生児重 を対象に融合単

元と し て実践し , その適合性と妥当性を検討 し よう と し

た。 

2 . 方法

表 3 は , 授業の諸条件 をま と めた も ので あ る。

( 1 ) 対象

兵庫県下 F 小学校の3 年生32名 (男子 : 18名, 女子 : 
14名 ) を対象 と し た。 なお , こ れら の児童 を , グルー プ

内異質 ・ グルー プ間等質の 4 つの グルー プに分け , 競争
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におけ る勝敗の未確定性 を保障 し た。 また, 単元 を通 し

て グルー プの メ ンバー を固定す る こ と に よ り , 技能のイ申

びや認識の深ま り を保障 し よ う と し た。 す なわち , メ ン

バーを固定 し たのは , 相手 を知 るから こ そ高ま る技能や, 
同 じ メ ンバーで あ る こ と から仲間の動き の伸 びを見と る

こ と ができ , 「なぜ上手 く し っ たのか」 「 ど う す ればよ い

のか」 な ど過去 と 比較 し て考え る こ と がで き る な ど, 認

識の深ま り が期待で き る と 考え たから であ る。

( 2 ) 領域 ・ 単元名 ・ 教育内容 ・ 教材

「走 ・ 跳の運動」 と 「用具を操作する運動」 の内容 を

融合 し た表 3 に示すサーキ ッ ト コ ース をつ く り , 一つ ひ

と つの場で措定 し た内容に触れら れるよ う に し た。

1 ) 「走の運動」

「走」 の内容と して, 「 ジグザグ走 コース」 「旋回走 コ ー

ス」 「 リ ズ ム走 コ ース」 を設定 し た。 

「 ジ グザ グ走 コ ース」 で は , ス タ ー ト 線の中心か ら垂

直に引い た直線から1.5m ・ 2 m の所に 2 m 間隔で マ ー

カ ー コ ー ン を置き , 片足 がマ ーカ ー コ ー ンよ り も外 に出

てい れば良い こ と と し た

す る ために , エ ツ

0 し _ し_ では, 素早 く 方向転換 を

ジの利い た フ ェ イ ン ト につ なが る足 さ

ばき の習得 を企図 し た。

「旋回走 コ ース」 では , 高 さ 120cmの大 き な コ ー ン を

旋回する。 こ こ では, 身体の傾き を調整したり , 右回り ・ 

左回 り と い っ た走 り やすい コ ース を見つけたり する中で , 
効率的な旋回動作 を習得 させよ う と し た 0 

「 リ ズム走 コ ース」 では, 30cmX24cmX22cm (高 さ ) 
の タ ンボールを 4 m間隔に 4 つ設置 し , 走動作 と 跳動作

を融合す る力 を育 も う と し た。

2 ) 「跳」 の運動

「跳」 の内容は, 踏み切 り 線から 1 m離れた フ ラ フ ー

プの中に 「片足路み切り一両足着地」 をす るこ と を課題

と し , 将来の走 り 幅跳びにつながる動き を習得 さ せよ う

と し た。 片足交互の着地に な っ た際には , やり 直 し と い

う ルール を設け た。

3 ) 「投」 の運動

「投」 の内容は, 「ネ ッ ト キ ヤツチ」 「パスキ ヤツチ」

「 ジ ャ ン プ的あ て」 を設定 し た。

「ネ ッ ト キ ヤツチ」 では , フ ラ フ ープに着地 し た後 , 
利き手とは逆の足 を フ ラ フ ープから出 し , ネ ッ ト に向かっ

て ボール を投げ さ せ る よ う に し , 逆側足前ス テ ッ プの投

が確実に習得でき るよ う に し た。 すなわち , 同足同手で

の投動作がで ないよ う に し た。

「パスキ ヤツチ」 では , 投げ手は捕り やすいパス を正

確に投げ るこ と を課題と し た c 

「 ジ ャ ン プ的あ て」 では , ス タ ー ト 線の中心か ら垂直

に引いた直線から 2 m離れた所に置かれた 2 段の タ ンボー

ル (30cmX24cmX22cm) にあてれば 1 点, 上の タ ンボー

ルを落 と せば 2 点 と し (表 3 写真参照 ) , ジ ャ ン プと 投
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教育内容の明確な普遍的体育科カリ キュ ラムの確立に向けて ( V 

の二つの動作 を融合 さ せて正確に意図 し た所へボールを

投げる こ と ので き る能力 を育も う と し た 0 

なお, ボールは, 3 年生で も片手で操作でき る小学生

用 のハ ン ド ボール ( ミ カ サ : ハ ン ド ボール 1 号 デ イ ン プ

ル軽量球140g ・ 円周49.5~50.5cm) を使用した。

4 ) 「捕」 の運動

「捕」 の内容は, 「ネ ッ ト キ ヤツチ」 「パスキ ヤツチ」

「 ラ ンニ ン グキ ヤ ツチ」 を設定 し た 0 

「ネ ッ ト キ ヤツチ」 で は , 跳ね返 っ て き た ボール を捕

る こ と を課題と し た。

「パスキ ヤツチ」 では , 受け手は仲間が投げた ボール

を正面に入 っ て捕 る こ と をねらい と し た。

「 ラ ン ニ ン グキ ヤ ツチ」 で は , 「 ジ ャ ン プ的 あ て」 で

ボールを投げた後, す ぐに反対方向 を見て走り ながら仲

間からのパス を受け る こ と を課題と し た。

5 ) ル ール

こ のよ う なサーキ ッ ト コ ース で , 

を行わせた。 こ こ で , 競争になる と

4 チーム対抗の競争

「 1 位になり たい。」

「強 く 投げたい。」 と い う 思いが強 く 働き , 一つ一つの動

き が雑にな る こ と が予想 さ れた。 そ こ で , 1 位 4 点 ・ 2 
位 3 点 ・ 3 位 2 点 ・ 4 位 1 点と し ながら も , 前述の 「 ジャ

ン プ的あ て」 での点数 を加算す る こ と , ま た , 「 ネ ッ ト

キ ヤツチ」 におい て キ ヤツチ で き た ら 1 点 , 「片足踏み

切り 両足着地」 ができ なければやり 直 し , と いう ルー

ルを設定 し , 「正確に ・ 速 く 」 と い う 意識 を も たせ る よ

う に配慮 し た。 すなわち , 4 位で 1 点 し か入 ら な く て も

全員が 「 ジャ ンプ的あて」 で 1 点 を と り , 「ネ ッ ト キ ヤツ

チ」 で も全員が 1 点 をと れば, 1 点十 1 点 x 8 人十 1 点
x 8 人で17点と なる。 一方, 1 位で 4 点獲得 し ても , 全

員 が タ ン ボールにあ た ら ず , キ ヤツチ も で き なけ れば合

計点が 4 点 と なり , 順位が逆転す るよ う に し た。 本教材

は , こ れら によ っ て , 速い だけ ではな く , 巧みな動き の

で き る チ ームが勝て る よ う に企図 し た。 なお , こ のこ と

は, 勝利の未確定性の保障で も ある。

6 ) 単元 ・ 教材

子 ど も た ち には , オ リ エ ンテ ー シ ョ ンにおい て , どの

よ う な コ ースで競争 し たいのか を問いかけ ながら , 上記

の コ ース を創 り , 速 く 正確に駆け抜け ら れる よ う に な ろ

う と す る意見がで たこ と から , 単元名 を 「かけぬけ ろ ! 
33 ( 3 年 3 組) サーキ ッ ト」 と し た。

こ のよ う に , ア ゴ ン (競争 ) の要素 を土台に , コ ース

をつ く る ・ 動 き を工夫す る と い っ た 「創造性」 , 速 さ と

巧みさ を総合的に評価 し て勝敗に 「未確定性」 を含み込

ませ, 子 ども たちが夢中にな る ・ 没頭 し て取り 組める よ

う に配慮 し た。 す なわち , 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕の運動」 に

「遊 び」 の要素 を方法的 に取り 入れ, 教材化 し たのであ

る。 
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( 3 ) 教授活動 ・ 学習過程

教授活動は, 単元 を通 し て課題解決的 ・ グループ学習

で取り 組ませた。 すなわち , 課題をつかむ段階 ( 2 時間) 
では , 「 サーキ ッ ト に挑戦 し よ う ! 」 と し , そ れぞれの

場で行う 課題を理解 させた。 課題を深める段階 ( 4 時間) 
では, 「難 し い コ ース を正 し い動作 で ク リ ア し よ う ! 」
と し , 「 ジ ャ ン プ的あ て ~ ネ ッ ト キ ヤツチ」 に 2 時間 , 

「 リ ズム走」 に 1 時間, 「 ジグザグ走~ 旋回走」 に 1 時間

をあて , どのよ う にすれば速 く 正確に走れるのかを考え

る時間 と し た。 技能的特性に触れる ( 2 時間) では, 
「正 しい動作で課題を素早 く ク リ ア しよう ! 」 と し , リ ー

グ戦を展開 し , 今まで高めてき た力 を発揮す る時間と し

た。 その際, 1 チームが審判 を担当 し

( 4 ) 学習成果の把握

1 ) 子ど もの認識 (注' ) の変容

た 0 

「 よ い授業への到達度調査」 (2') に子 ど も の感 じ た こ

と や考え た こ と を記述で き る よ う に改良 し た ア ンケ ー ト

調査 を毎授業後に実施し , 量的分析と記述内容の質的分

析 を通 し て, 子 ども の認識の変化 を把握 し よ う と し た。 

2 ) 技能的側面

「走」 能力は, 単元前後に測定 し た ジグザグ50m走の

記録で評価 し た。 図 2 は, 測定に用いた コ ース図である。 

方向転換の際には , 片足がマ ーカ ー コ ー ンよ り も外に出

てい ればよい こ と と し た。

「跳」 能力は, 単元前後に測定 した走り 幅跳びの記録

で評価す る こ と に し た。 その際, 走り 幅跳びの基本技能

と な る 「片足踏み切り 両足着地」 がで き てい るかどう

かも 観点 と し た。

「投」 能力は, 単元前後に測定 し た ソ フ ト ボールの遠

投能力で評価 し , 平成23年度の新体力 テス ト におけ る全

国平均値 を比較対象と し た。 また, 授業におけ る, 「 ジヤ

ゴ ー ノレ

ス タ ー ト

図 2 . ジグザグ50 m走の コ ース
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6 

ンプ的あて」 の獲得得点の変遷から , 正確に投げる こ と

がで き る よ う に な っ たのかも把握 し た。

「捕」 能力は, 毎授業におけ る 「ネ ッ ト キ ヤツチ」 の

獲得得点の変遷か ら , 正確にキ ヤツチで き るよ う に な っ

たかを把握 し た。

さ ら に , 毎授業におい て , サ ーキ ッ ト のス タ ー ト か ら

ネ ッ ト キ ヤツチまでの時間 を測定 し , その変化から , 巧

みな動き が速 く で き るよ う にな っ たかを総合評価 し た。

なお , 本来な らば, 本実践の適合性や妥当性は, 融合

カ リ キ ュ ラ ムによ ら ない実践 と の比較か ら行 う のがよ い

と考え ら れるが, 今回は一つの方法と し て, 同校の一学

年上の 4 年生の記録と の比較から把握 し よ う と し た。

3 ) 情意的側面

態度測定法によ る体育授業診断 (22) を単元前後に実施

し , 子 どもの体育授業に対す る愛好的態度を測定し た 0 

111. 結果な らびに考察

1 . 認識的側面と 動きの変容

図 3 は, 「 よい授業への到達度調査」 におけ る , 各項

目の好意的反応比率 を示 し た も のであ る。

「精一杯の運動 (精一杯運動するこ とができま したか)」
は, 単元 を通 し て95%以上の高値で推移し た。

「技の伸 び (上手 く な っ た こ と があ り ま し たか)」 に

関 し ては, 第 7 時の87.5% を除いて90%以上の高値 を示

し た。 第 7 時の低下は , 学習 カ ー ド に 「 ジ ャ ン プ的あて

で 1 点 も 取る こ と がで き なか っ た」 「 キ ヤツチがで き ま
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7 8 

り

(時) 
〔 リ ー グ戦 を し よ う ! 〕

図 3 . 「 よい授業への到達度調査」 における 4 項目の好意的反応の割合

せんで し た」 と の記述がみら れ, リ ー グ戦に な り , 速 さ

を求めるあまり , 正確性が低下 し たこ と によ る ものであ っ

た。

「新 しい発見 (『あ っそう か』 『わかっ た ! こ う すれば

いいのか』 と い う こ と があ り ま し たか)」 も , 単元 を通

し て95%以上の高値で推移し た。

「仲間 と のかかわり (友 だち と力 を合わせて仲良 く 運

動す る こ と がで き ま し たか)」 につい ては , 第 5 時 を除

き , 85%以上の高値 を示 し た。 第 5 時の低下は 「 リ ズム

走」 が課題で , 仲間 と 関わる場面よ り も 個々に自分のリ

ズムを確かめる場面が多 かったこ と に起因す る ものであ っ

た。 第 2 時に も若干低下がみら れたが, ラ ンニ ングキ ヤツ

チ におけ る投 ・ 捕の コ ン ビネ ー シ ョ ンが上手 く い かない

こ と を 「力 を合わせら れなかっ た」 と捉え た児童が 4 名
い た こ と に よ る も ので あ っ た。

なお , 毎時の子 ども の認識の変容 を学習 カ ー ドの記述

や授業中の発言 も 参考に整理す る と , 以下のよ う にま と

め ら れた。

( 1 ) 単元初期 (第 1 時 ・ 第 2 時)
「課題 をつかむ」 段階の第 1 時には , 様々な コ ースで

で き る よ う に な っ た動 き を記述 し てい た。 第 2 時に な る

と , 「 ジ ャ ン プ的 あ て ラ ンニ ン グキ ヤ ツチ 片足 踏 み

切り 両足着地一 ネ ッ ト キ ヤツチ」 の一連の動き に関す る

記述が多 く み ら れ る よ う に な っ て き た。 記述内容は , 
「 タ ン ボールにあ て た後 , す ぐ にパス し て も ら う 方 を向

く 」 「 ボールを渡す と き に 『来 た』 と 思 っ た と き に投げ



た

か

ら ち よう ど良 く て , 
っ た」 等 , どのよ

と がで き

場面は, 
るのかにつ

教育内容の明確な普遍的体育科カリ キュ ラムの確立に向けて ( V 

ち ゃ んと パスがで き てす ご く 嬉 し

う にす ればス ムーズに駆け抜け る

い ての記述が多 く 認め ら れた。 こ

「 ジ ャ ン プ的あて」 「 ネ ッ ト キ ヤツチ」 と 得点

こ

の

が

加算 さ れる 2 つの動き があ り , さ ら にボールのパスキ ヤツ

チや片足踏み切り 両足着地に失敗す る と タ イ ムロ スにな

る。 こ のよ う な特性 を も つ コ ースであ るこ と から , まず, 
こ のエ リ ア を ス ムーズに駆け抜け る こ と に , 子 ど も た ち

の課題意識の高ま っ てい る こ と が記述内容から読み取 ら

れた。 

( 2 ) 
み切

「 ジ ャ ン プ的 あて 一 ラ ン ニ ン グキ ヤ ツチ ー 片足踏

り両足着地一 ネ ッ ト キ ヤツチ」

の変容

「 ジ ャ ン プ的 あ て 一 ラ

リ 両足着地一 ネ ッ ト ギ ヤ

た

す

る

(第 3 時 ・ 第 4 時) 

ン ニ ン グキ ヤ ツチ ー 片 足 踏 み切

ッチ」

け抜け るこ と を課題と し て取り

段階の 2 時間では, 技術 ポイ ン

の コ ース を ス

組んだ 「課題

ムース に駆

を深め る

ト に関す る記述がみら

, 

」
れ 

具体的に , 「右投げは左足踏み切 り をす る と投げや

か

こ

意見

っ た」 「 ねら う 所 を し っ かり と 見 た ら , 上手 く あ て

と がで き ま し た」 等の気づき がみら れた。 こ れらの

を参考に, それぞれ苦手なこ と に関 し てめあて を も っ

て取 り 組む様子がみら れた。

その結果, 写真 1 に示すよ う

ら ス ロ ーで き る よ う に な っ た。 

ために小 さ い段 ボール を落 と そ

身 を使 っ て ジ ャ ン プス ロ ー をす

ラ ン ニ ン グキ ヤ ツチ は , ジ ヤ

ぐに逆方向 を見て , 仲間からの

に全員 が ジ ャ ン プ し なが

中で も , 2 点 を獲得する

う と , 写真 2 のよ う に全

る姿 も み ら れた。 

ン プス ロ ー し た後に , 

パス を受け るこ

と な る ため , 投げ手 ・ 受け手の コ ン ビネ ー シ ヨ

に な る。 特 に , 走 っ て く る仲間にパス をす る こ

写真 3 のよ う に , 下か ら ふわっ と 浮か し た ト ス

が受けやすい こ と に気づい てい っ た。 

・ 
写真 1 . ジ ャ ン プ スロ ー

.
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全身 を使 っ た
ジ ン プ ス ロ ーヤ

3

し たパス
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i 
l 

ま た , ジ ャ ン プスロ ーで的 を し っ かり と 見 て , スロ ー

し た後に逆方向のパス を し て く る仲間 を見る と 上手 く い

く こ と に気付 い た。 そ の結果 , ク ラ ス で の合い言葉が

「見 る 一見 る」 と な り , 「見 る 一見 る」 をめあ てに ス ムー

ズに.駆け抜け る こ と がで き る よ う に な っ てい っ た。 

ラ ン ニ ン グキ ヤ ツチ し た 後 は , ボ ール を 持 つ た ま ま

「片足踏み切り 一 両足着地」 が課題にな る。 ス ピー ドに

乘 っ た状態で の動 き が求め ら れるが , 「少 し ス ピ ー ド を

落と し た方が確実にでき る」 と いう 上手にでき る子の意

見 を取り 入れ, 試 し てみる中で その良 さ を実感 し てい つ

た。 

ま た , 着地が片足ずつに な

ら な い よ う に , 「 グー」 と い

う 比喩で言語化すると と も に, 
膝 を柔 ら か く 使 っ て着地の衝

撃 を吸収す る と い っ た ポイ ン

ト も意識 し ながら取 り 組むよ

う にな っ た。 その結果 , 写真

4 のよ う に全員が膝 を柔 ら か

く 使 っ た両足着地をで き る よ

う に な っ た。 

フ ラ フ

と 反対の

ねら う

気づ

き=°'jOi.

( 3 ) 

写真5 . 

l ll●'
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ープに両足着地 し た後, 

. l ・、、 、
一;- -、

一 --_--

写真 4 . 膝 を柔 ら か く
使 っ た両足着地

写真

足 を フ ラ フ ープから出 し , ネ

げて跳 ね返 っ て き た ボール を キ ヤツチ

5
 

ッ

を

と ち よう ど胸の辺 り に ボールが返 

ポイ ン ト と し て共有 さ れてい つ

、 - - 

のよ う に利き手

ト に ボール を投

す る。 真ん中 を

っ て く る こ と に

た。 

利き手と反対の足を出 して投げる

「 リ ズム走」 (第 5 時) 
子 ど も た ちは , 「 ジ ャ ン プ的あ て ~ ネ ッ ト キ ヤツチ」

がス ムーズにで き る よ う に な る と , タ ンボール を跳 び越

え る 「リ ズム走」 への記述内容が多 く みられるよう になっ

た。 特に , タ ン ボールの間隔が 4 m のため , 2 歩か 3 歩

かは個人差に よ る と こ ろが大き かっ た。 「自分に合 う リ

ズ ム」 で 走 る た め に , 「 タ タ タ タ ー ン」 や 「 タ タ タ ー ン」

な どの言葉 を活用 し て , 自分のリ ズムを生み出すオノ マ

ト ペの使用がみ ら れる よ う に な っ た。

「 リ ズ ム走で ス ピー ド が落ち る と , ス ピー ド に乗 っ て

ボールを受け て投げ るこ と がで き ない」 と い う 記述に代

表 さ れる よ う に , 「 リ ズ ム走」 は 「 ジ ャ ン プ的 あ て」 に

つ ながる動 き で あ る ので , 「 リ ズ ム走」 での リ ズ ミ カ ル
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な走 り が , 「 ジ ャ ン プ的 あ て」 の正確 さ につ なが る こ と

に気づいた子 ども たちの課題意識は 「 リ ズム走」 に集中

し てい つた。

( 4 ) 「 ジグザグ走一旋回走」 「パスキヤツチ」 (第 6 時)
第 6 時では, 効率的な走り がで き ればタイ ムを大幅に

縮めるこ と のでき る 「 ジグザグ走一 旋回走」 が課題と な っ

た。

は じ めの 「 ジ グザ グ走」 で

は , マ ー カ ー コ ー ン の外 側 を

大 き く 旋回す る動 き がみ ら れ

た。 そ こ で , 写真 6 のよ う に , 
片足 だけ 出 し て エ ッ ジの利 い

た フ ェ イ ン ト の よ う な方向転

換 を し て い る 子 を 見 本 に , そ

の足跡 を確認 さ せた。 す る と , 写真 6 . 方向転換

足跡は , 線で はな く 点 に な っ てお り , ス ピ ー ド に乗 っ た

急激な方向転換 をす る時には, グ ツと 踏み込んで , も う

一方の足 を次の方向へ出すこ と がよい こ と に気付かせる

こ と がで き た。 その際, 子 ども たち と 「足で釘 を刺すよ

う に」 「次の方向 を見 る」 と い っ た ポイ ン ト を共有 し た。 

「 旋回走」 では , 図 4 の よ

う に, 「外回り」 「内回り」 の

ど ち ら が走 り やす い のかが議

論 に な っ た 。 子 ど も た ち は , 

外回り と内回り を試 し , 「外回

り の方 が ス ピ ー ド を 落 と さ な

い で 回 れ る」 こ と に体験 を通

し て 気づ い て い っ た 。 ま た , 

走 っ て く る走路 の直線 と こ れ

か ら 走 る方向 に直線 を書 き , 
そ の角度が大 き い ので外回 り

の方 が走 り やす い こ と に も 気

づい てい っ た。 

ソネ

図 4 . 旋回走の議侖

ト キ ヤツチ を し た後 , チ ームの仲問 にパス を し て

ス タ ー ト ラ イ ンま で ボール を運ぶ 「パス キ ヤ ツチ」 で は , 

ツネ ト から ス タ ー ト ラ イ ンまで , 一列に並 んでパス をす

るのだが, 相手に よ っ て間隔 を変え る と い う 工夫がみら

れた。 すなわち , 長い距離を投げら れる子は間隔 を広 く , 

そ う で ない子は間隔 を狭 く す る。 ま た , 速 く ボールを送

る ためには , 投げ る方は相手の正面に投げ る , 捕 る方は

ボールの正面に入 る と い っ た動き が求め ら れ, 特に投げ

手のめあ て と し て 「や さ し く 正面 と り やす く 」 と い

う 合い言葉が共有 さ れた。

表 4 は, 学習 カ ー ドの記述や授業中の発言から共有 し

た各 コ ースの ポイ ン ト を ま と めた も ので あ る。

子 ども たちが動き を上達 さ せるのに効果的であ っ たの

が, 擬音語 ・ 擬態語 ・ 比喩 を活用 し た 「動きの言語化」

で あ る (23)。 「釘 を刺 す よ う に」 「 タ タ ンで は な く グーで」

等, 動き と セ ッ ト で子 ども たちが発 した言葉 を確認す る

こ と で , よい動き のイ メ ージを共有す るこ と がで き た。 

本学級の児童は, 1 年生から動きの言語化 を学び方と し

て活用 し続け て き てお り ('5) ('6), そ の成果の一端 が こ こ

に表れた も の と 考え てい る。

こ れら の ポイ ン ト を共有 し なが ら , グルー プで めあ て

を決めて取 り 組んだ り , 教え合 っ た り し ながら学習 を進

めた結果, 図 3 に示 し た社会的行動の 「仲間 と のかかわ

り」 の好意的反応比率が, 前述 し た第 5 時 を除き , 85% 
以上の高値 を維持 し た。

単元 を通 し て 「 わかる」 「 で き る」 の関係 を概観す る

と , どのよ う な動き が良いのかがわかっ て , その動 き が

で き る よ う に な る ためのめあ て を明確に も ち , で き る よ

う に な っ てい く こ と が認め ら れた。 す なわち , 「わかる」

から 「でき る」 が基本であるが, 「ボールを投げた後キ ヤツ

チ をす るのが , 前よ り も ス ムーズにで き る よ う にな っ た」

の例にみら れるよ う に , 過去の自分 と 比較 し て , 少 しの

変化 ・ 成長 を感 じ ら れるよ う になり , 自己に敏感な感覚

が身につけ ら れる面があ る こ と も学習 カ ー ドから読み取

ら れた。

ま た , 子 ど も た ち が も っ た課題意識の順序は , 「 ジ ャ

ン プ的 あ て 一 ラ ンニ ン グキ ヤ ツチ 一片足 路み切 り 両足 着

地一ネ ッ ト キ ヤツチ」 → 「 リ ズム走」 → 「 ジ グザ グ走 ・ 

旋回走」 で , コ ース と は逆の順 を る こ と が認めら れたc 

こ れは, 子 ども たちが見出 し た 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕サーキ ッ

ト」 をス ムーズに駆け抜け るのに適 し た順であ り , 本単

元計画が子 ども た ちの認識の変遷に合致 し てい た こ と を

示唆す る結果と 考え ら れ

表 4 . 子ど も た ちと 共有 し た各 コ ースのポイ ン ト

た 0 

コース l ポイ ン ト

ジ グザ グ走 l 足で釘 を刺す よ う に ・ 次の方向 を見る 

外から入っ て左回り に 旋回走 

リ ズム走 l 
利 き 手 と反対の足で踏み切 る ・ ね ら う所 を し っ か り と 見る 

ス ロ ー後 , す ぐにパサーの方 を見る ・ パサーは, 下か らふわっ と パス

ジャ ン プ的 あて l 
ラ ンニ ン グキヤツチ l 

片足踏み切 り 一 両足着地 l 着地が タ タ ン と な ら ない よ う に , し っ かり と グーで ・ ス ピー ド を少 し落 と す 

真ん中 をねら っ て , 両手でキヤ ツチ 

や さ し く 正面 と りやす く 

ネ ッ ト キ ヤ ツチ 

パ ス キ ヤ ツチ l 
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表 5 . 技能測定の結果

種目 単認の l 口 、' 

単元後の
記録 

記
J報

)
対照の記録 

比較ジグザグ50m 走 (秒) 
男子 16.25±0.951 15.29±0.75 > 4 年生の 

記録 
男子 (n=14) 
女子 (n=17) 

15.94±0.79 
女子 16.87±1.141 15.70±0.73 l p< 0.01 > 17.01±1.25 

走り幅跳び (cm) 男子 211.4±32.91 256.8±27.8 > 248.3±39.4 
女子 193.9±29.41 233.6±40.3 > 229.0±34.3 

ソ フ ト ボール投げ (m ) 
男子 16.50±4.981 19.40±5.05 l p< 0.01 < H23 の 4 年生 

の全国平均 
21.97 

女子 9.64±2.84 1 11.63±2.90 l p< 0.01 < 12.19 

(点)

1,2 

1 

0,8 

0,6 

0,4 

0.2 

0 
1 

、、
、、

、、
、、、

2 

-、、・,、- 

3 

-- _ - 

4 5 

、,、、
・,、

6 

--、・・、_ 

7 

-- _ _ - - 

■ シヤンプ的あて ◆ ネツトキヤツチ -- i… タイム

図 5 . 個人記録の平均の変遷

8 

2 . 技能的側面

表 5 は , ジグザグ50m走 , 走 り 幅跳 び, な ら びに ソ フ

ト ボール投げの単元前後の成績 (習得率) を示す と と も

に, 比較対照と し た記録と の優劣 も含め示 し た も のであ

る。

ま た , 図 5 は , 授業中のサーキ ッ ト におけ る個人記録

の学級平均値の変化 を示 し てい る。

( 1 ) 「走」 能力

ジ グザ グ走 タ イ ムの平均は , 男子では単元前の16.25 

±0.95秒から単元後には15.29 ±0.75秒に, 女子では16.87 
±1.14秒から15.7±0.73秒に , いずれも有意な向上がみ

ら れた。 ま た , こ れら単元後の成果は , 同校の一学年上

の 4 年生の タ イ ムよ り も男子で0.65秒 , 女子で1.31秒速

い も のであ っ た。

( 2 ) 「跳」 能力

走 り 幅跳びの平均記録は, 男子では単元前の211.4 ±
32.9cmから単元後には256.8±27.0cmに, 女子では193.9 ±
29,4cmから233.6 ±40.3cmに , いずれも有意な向上がみら

表 6 . 「片足踏み切 り 一両足着地」 動作の習得状況

(秒 ) 

29 

27 

25 

23 
1
 

9
 

2
 

1
 

l 単フ i 前 l 単フr t 後 

i (n=18) l 4 人 (22.2%) l 18人 (100%) 
l _ 

(n=14) l 3 人 (21.4%) l 14人 (100%) 

17 

15 
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れた。 こ れら の成果は , 同校の一学年上の 4 年生の記録

よ り も男子で8.5cm, 女子で4.6cm上回 っ てい た。 また, 
走り 幅跳びにおけ る 「片足踏み切り 一両足着地」 動作の

習得状況は, 表 6 に示すよ う に, 単元前では 7 名であ っ

たが, 単元後には全貝が習得 さ れていた。

( 3 ) 「投」 能力

ソ フ ト ボール投げの平均記録は , 男子では単元前の

16.50±4.98mから単元後には19.40±5.05 mに, 女子では

9.64 ±2.84 mから11.63 ±2.90mに, いずれも有意な向上

がみられた。 平成23年度の一学年上の 4 年生の全国平均

と 比較す る と , 男子で2.57m, 女子で0.56 m 下回 る結果

であった。 しかし , 同学年の全国平均 (男子 : 17.49m, 
女子 : 9.93m ) と比較す る と , 単元後には男子では2.73 
m, 女子では1.75m上回るこ と が認めら れた。

ま た , 「 ジ ャ ンプ的あて」 の得点 (図 5 ■印 ) は, 第

1 時には0.75点 ( 0 点が11人) であっ たが, 第 8 時には

1.13点 ( 0 点が 1 人) に向上 し た。 すなわち , ス ピー ド

に乗 っ た状態で ジ ャ ンプ し ながら で も正確に投球で き る

よ う に な っ た こ と が認め ら れた。 第 7 時の低下は , 他の

チームと 速 さ を競争す る リ ーグ戦の初日で , 焦り によ る

ミ スによ る も ので あ っ た。 し か し , 単元最後の第 8 時に

は, ミ ス をすれば獲得得点が少な く な るこ と を再確認 し , 
落ち着い て プ レ ー し なが ら も タ イ ムを落 と さ ず , 単元 を

通 し ての最高得点 を示 し た。

( 4 ) 「捕」 能力

サーキ ッ ト におけ るネ ッ ト キ ヤツチの得点 (図 5 ◆印 ) 

は, 第 1 時が0.78点で キ ヤツチで き なかっ た児童が 7 人
いた。 第 5 時には全員がキ ヤツチがで き る よ う にな り , 
以降は90%以上の児童が, キ ヤツチ でき ていた。 第 7 時
に若干の低下がみら れたのは , ジ ャ ンプ的あて と同様に, 
リ ーグ戦によ る焦り から の ミ スが原因であ っ た。 し かし , 

第 8 時には , 確実に キ ヤツチ で き る よ う に な っ た 0 

本実践は, 以上のよ う に走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕能力 を , 同校

の一学年上の 4 年生の成績よ り も , あ るいは , 同学年の

全国平均値よ り も単元後には向上 さ せ得 るこ と が認めら

れた。 こ れは , サ ーキ ッ ト におけ る ス タ ー ト か ら ネ ッ ト

キ ヤツチす るまでの時間の伸 びに も 表れてい る (図 5 ▲

印) 。 すなわち , 第 1 時には22.97 ±4.60秒かかっ ていた

のが , 毎 時間 タ イ ム を 短 縮 さ せ な が ら , 第 8 時 に は
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17・84±1.79秒と , 第 1 時よ り も5.13秒のイ申びを示 し た 0 

し たがっ て , 走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕の動き を融合 さ せた r 走 . 
跳 ' 投 ' 捕サーキ ッ ト」 教材は , 走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕の能力

を総合的に高め得 る 3 年生の教材と し て適合性が高いと

考え ら れた 0 

3 . 情意的側面

表 7 は, 単元前後に実施 し た態度測定法の診・断結果を

示 し てい る。 

態度測定の診断結果は, 男女と も に 「高い レベル」 で , 
授業の成否は 「成功」 と 診断 さ れた。

単元後は全項目において , 0 で示すよ う に標準以上の

値 を示 し た。 ま た, 男女共通に標準以上の伸 びを示 し た

項目は, 『よ ろこ び』 尺度で 「授業時間の延長」 r 挑戦す

る態度」 「授業時数の増加」 「体育に対する好嫌」 r はり

き る気持 ち」 の 5 項目, 『評価』 尺度では r 授業の印象」

「精神力の育成」 「課題解決への意欲」 「仲間と の協力」

「運動の爽快さ」 「がんばる楽 し さ」 「運動の工夫」 r 深い

感動」 「仲問への思いやり」 「主体的な態度」 の全10項目

であ っ た。 すなわち , 本実践によ っ て体育授業に対す る

愛好的態度が育まれた と い う こ と が認めら れた。 

こ れらのこ と は, 本単元計画 (単元 カ リ キュ ラ ム) が, 
子 ども たちに高 く 評価 さ れたこ と を示 し てい る。 態度測

定の結果は , 子 ども たち から みた授業の通信簿 と も 言え

る も の で あ る こ と か ら (24), 子 ど も た ちが本実践に満足

し てい るこ と を示唆 し , 本実践の適合性と妥当性を裏付

け る結果で も あ る。 

表 7 . 態度測定の診断結果

12

弘 

4 . 融合 カ リ キュ ラ ムの可能性

サーキ ッ ト の各 コ ース に 「 リ ズ ムよ く 走 る」 「的 を ね

ら う」 な どの課題 を設定 し単元 を展開 し てき たが, 子 ど

も たちの動き を見 てい る と , それぞれの コ ース での動き

が高 ま る と , 他の コ ースの動 き も ス ムーズに で き る よ う

に な っ てい く 姿が観察 さ れた。 

すなわち , 第 3 時 と 第 4 時に 「 ジ ャ ンプ的あて→ ラ ン

ニ ングキ ヤツチー''片足踏み切り 両足着地」 が課題 と な

る コ ース を ス ムーズに駆け抜け る こ と がで き る よ う に な

る と , リ ズム走 も上手に な っ てい く 実態がみら れた。 こ

のこ と は, 多様 な リ ズムを生み出せ るよ う に な るこ と が

リ ズム走に転移 し た こ と によ る と 考え ら れた。

また, 素早 く 方向転換す る動き の巧みさ が空中での身

のこ な し に転移す る こ と を企図 し た成果 も観察 さ れた。 

具体的に, ジグザグ走での身のこ な しが上手になるに従っ

て , ジ ャ ンプスロ ーの フ ォ ームも美 し く なり (写真 7 ) , 
正確で力強 く ボールを投げら れる よ う にな るこ と が観察

さ れた。 

て , 
さ らに, ジ ャ ン プスロ ーの フ ォ ームが美 し く な るに従 つ

ジャ ン プに高 さ が生ま れ, 結果 と し て走 り 幅跳 びの

記録の向上に も つ ながっ た も のと 考え ら れた。 

このよ う に , 「跳 びなが ら投げる」 「走 り なが ら捕 る」

と い っ た 「二つの運動 を同時に行 う 融合」 や, ボールを

キ ヤツチ し た後, 片足踏み切り 両足着地の助走に う つる

「一つの運動の終末局面が次の運動の始まり である融合」

な ど多様に融合 さ せた こ と が, 効果的に働い た と 考え ら

れる。 すなわち , 動き を融合 さ せて教材化 し たこ と が, 
それそれの動き の高まり を相互関連的に向上 さ せ, 一学

年上の 4 年生よ り も記録を向上 させた ものと考え ら れた。 

こ のこ と は, 融合 カ リ キュ ラ ムと し ての有効性 を示 し て

い る と 考え ら れる。 

写真 7 . 美 し い フ ォ ームでの ジ ャ ン プスロ ー
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換言すれば, 「記録の伸 びが分かる」 「良い動き を引き

出せるよ う に課題を設定す る」 「動きの転移を企図す る」

「 ゲーム化す る」 を基に 「走 ・ 跳の運動」 と 「用具 を操

作す る運動」 を融合させた 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕サーキ ッ ト」

教材は, 「走」 「跳」 「投」 「捕」 の能力 を総合的に高め得

る教材 と な る こ と が示唆 さ れた。

ま た , 子 ども たちは態度測定や 「 よい授業への到達度

調査」 におけ る情意面の成果や認識の内容から , 「遊 び」

を成立 させる要件であ る 「創造性」 が保障 さ れ, 「夢中」

に な っ て 「没頭」 し て取り 組んでいた と 評価 さ れた。

さ ら に , 速 く ゴールを し て も , 正確な動き がで き てい

なけ れば相手 チ ー ムに勝 て ない と い う よ う に , 勝敗の

「未確定性」 を保障 し たこ と も本教材の 3 年生への適合

性 を高めた も の と 考え ら れた。

以上のこ と から , 本研究は, 一事例に基づ く も のであ

るので , 今後, 数多 く の実践を通 し て普遍性 を高めてい

く 必要はあ るが, 「走 ・ 跳の運動」 と 「用具 を操作す る

運動」 を融合 さ せた単元 カ リ キュ ラ ムは, 3 年生の発達

段階に適合性のあ る こ と が認めら れ, 普遍的力リ キユラ

ム案に な り 得 る と 考え ら れた。 ま た , 本研究の結果は , 

後藤らの発達段階におけ る課題の指摘の適切性 を支持 し

てい る と 考え ら れた c 

IV. 要約
教育内容の明確な普遍的体育科カ リ キュ ラ ムの確立に

向け て , 「走 ・ 跳の運動」 と 「体つ く り 運動」 領域の

「用具操作の運動」 の内容を融合 させ, 「創造性」 「未確

定性」 「夢中 ・ 没頭」 を要件 と す る 「遊び」 の概念 を方

法的に取 り 入 れ, 様々 な走 る ・ 跳ぶ ・ 投げ る ・ 捕 る を経

験 させる教材 「走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕サーキ ッ ト」 を作成 し た。 

そ し て , 「かけぬけ ろ33サーキ ッ ト ! 」 と 名付け た単元

カ リ キュ ラ ム案 と し て小学校 3 年生 を対象に実践 し , そ

の有効性 を , ジ グザ グ50m走 ・ 走 り 幅跳 び ・ ソ フ ト ボー

ル投げ等の学習成果から検討 し た。

1 ) ジ グザ グ50m走 ・ 走 り 幅跳 び ・ ソ フ ト ボール投げ ・

ネ ッ ト キ ヤツチの獲得得点等の記録の伸 びから , 本教

材は, 走 ・ 跳 ・ 投 ・ 捕の力 を総合的に高め得 る こ と が

認め ら れた。

2 ) 動き の工夫であ る 「創造性」 , 正確性によ っ て勝敗

が左右 さ れる 「未確定性」 の保障は , 子 ど も た ち を

「夢中」 ・ 「没頭」 させ, 態度測定や 「 よい授業への

到達度調査」 の成果 を高め得 るこ と が認めら れた。 

3 ) 本単元で計画 し た課題の順序 ( 「片足踏み切り 両

足着地の跳び方, ジャ ンプスロ ー ・ ネ ッ ト キ ヤツチ」

「 リ ズム走」 一 「 ジグザ グ走 ・ 旋回走」 ) は , 子 ども の

認識と 一致 し ていたこ と が認めら れた。 

4 ) 以上のこ と から , 「走 ・ 跳の運動」 と 「用具 を操作

す る運動」 を融合 さ せ, 「遊 び」 を方法的に取 り 入れ

129 

た単元 カ リ キ ュ ラ ムは, 一授業実践での結果から では

あ るが, 普遍的力リ キ ユラ ム案に な り 得 る こ と が示唆

さ れた 0 

- 注 -
( 1 ) 「子 どもの認識」 と は, ①精一杯の運動, ②技や力

の伸 び, ③新 しい発見, ④仲間と の協力 , に書かせ

自由記述を指す。 

た
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